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燃えにくく安全なスギ内装材を作る 

～薬剤処理によるスギ材の準不燃化処理技術の開発～ 

島根県産スギ・ヒノキによる安全で高品質な防火材料の開発（研究期間：Ｈ22～24年度） 

木材利用グループ 

後藤 崇志（ごとう たかし） 

中山 茂生（なかやま しげお） 
０８５４－７６－３８２５ 

chusankan@pref.shimane.lg.jp 

木材の高付
加価値化 

 スギ材を公共施設やマンションの内装材に利用することが注目され 

ています。しかし，この様な建物の内装材では火災と利用者の健康に 

対する安全性を考えなければなりません。そこで，低毒性で防火性が 

期待される薬剤を用いて，スギ材を燃えにくくする準不燃化処理＊技 

術を検討しています。 

（＊：建築基準法で定められた“準不燃材料”の防火性能に達する処理） 

研究の背景・目的 

 主な研究項目は次の通りです。 

①薬液の調整（低毒性，防火性） 

②スギ材への含浸，乾燥（準不燃化スギ材製造） 

③塗装方法の検討 

④防火性能（発熱性）試験の実施 

⑤薬液と準不燃化スギ材の安全性の評価 

研究方法 

スギ材への薬液含浸 防火性能（発熱性）試験 

 製造した準不燃化スギ材は，建築基準法の防火性 

能（発熱性）試験基準（８ＭＪ/ｍ２以下）を満たし 

ました。また，塗装すると燃えやすくなると言われ 

ていますが，塗装してもほぼ同様に基準を満たしま 

した。さらに，薬液と準不燃化スギ材はヒトが触れ 

たりしても安全なことが確かめられています。 

研究状況 
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燃えにくさの指標

（総発熱量 ＭＪ／ｍ２・１０分間）

 今後，次の①と②について研究します。 

①国土交通大臣の防火材料認定の取得 

②工場規模で一定品質を保つ製造工程の検討 

 研究成果は，まず県内製材工場（２社程度）へ技術移転 

を図り，島根県産スギ準不燃材料の製造開始を目指します！ 

（目標：現状０ｍ３→技術移転後４５ｍ３/年） 

研究成果の活用・今後の研究計画 

製材工場で行っている実証試験 




